
「社会福祉施設等における感染拡大防止のための留意点について（その２）」（令和 2年 4月 7日付厚生労働省健康局結核感染症課ほか連名事務連絡）別紙 

（傍線の部分は改正部分） 

改正後 改正前 

別紙 

社会福祉施設等（入所施設・居住系サービス）における 

感染防止に向けた対応について 

 

１．感染防止に向けた取組 

（略） 

（1）施設等における取組 

（感染症対策の再徹底） 

○ 感染の疑いについてより早期に把握できるよう、管理者が中心

となり、毎日の検温の実施、食事等の際における体調の確認を行

うこと等により、日頃から利用者の健康の状態や変化の有無等に

留意すること。 

○ 管理者は、日頃から職員の健康管理に留意するとともに、職員

が職場で体調不良を申出しやすい環境づくりに努めること。 

○ 無症候又は症状の明確でない者から感染が広がる可能性があ

り、人と人との距離をとること（Social distancing: 社会的距

離）、外出の際の常日頃からのマスク着用、咳エチケット、石け

んによる手洗い、アルコールによる手指消毒、換気といった一般

的な感染症対策や、地域における状況（緊急事態宣言が出されて

いるか否かや、居住する自治体の情報を参考にすること）も踏ま

えて、予防に取り組むこと。 

別紙 

社会福祉施設等（入所施設・居住系サービス）における 

感染防止に向けた対応について 

 

１．感染防止に向けた取組 

（略） 

（1）施設等における取組 

（感染症対策の再徹底） 

○ 感染の疑いについてより早期に把握できるよう、日頃から利用

者の健康の状態や変化の有無等に留意すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 （略） 

 

○ 感染者が発生した場合に積極的疫学調査への円滑な協力が可能

となるよう、症状出現 2日前からの接触者リスト、利用者のケア

記録（体温、症状等がわかるもの）、直近 2週間の勤務表、施設

内に出入りした者等の記録を準備しておくこと。 

○ （略） 

○ 厚生労働省で開発を進め令和 2年 6月 19日付でリリースされ

た「新型コロナウイルス接触確認アプリ（COCOA：COVID-19 

Contact-Confirming Application）」について、本アプリは利用者

が増えることで感染防止の効果が高くなることが期待されてお

り、下記URLに掲載されている資料も参考にしつつ、本アプリ

の活用について、職員に周知を行うこと。面会者、業者等の施設

内に出入りする者にも周知を行うことが望ましい。 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/cocoa_00138.ht

ml 

 

（面会） 

○ 面会については 、感染経路の遮断という観点と、つながりや

交流が心身の健康に与える影響という観点から、地域における発

生状況等も踏まえ、緊急やむを得ない場合を除き制限する等の対

応を検討すること。 

 

 

 （略） 

 

○ 感染者が発生した場合に積極的疫学調査への円滑な協力が可能

となるよう、症状出現後の接触者リスト、利用者のケア記録（体

温、症状等がわかるもの）、直近 2週間の勤務表、施設内に出入

りした者等の記録を準備しておくこと。 

○ （略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（面会及び施設への立ち入り） 

○ 面会については 、感染経路の遮断という観点から、緊急やむ

を得ない場合を除き、制限すること。テレビ電話等の活用を行う

こと等の工夫をすることも検討すること。面会者に対して、体温

を計測してもらい、発熱が認められる場合には入館を断ること。 

○ 委託業者等についても、物品の受け渡し等は玄関など施設の

限られた場所で行うことが望ましく、施設内に立ち入る場合に



 

 

 

 

 

○ 具体的には、地域における発生状況や都道府県等が示す対策の

方針等も踏まえ、管理者が制限の程度を判断すること。 

○ 一部の施設においてはオンライン面会を実施しており、「高齢者

施設等におけるオンラインでの面会の実施について」（令和 2年 5

月 15日付厚生労働省老健局総務課認知症施策推進室事務連絡）、

「障害者支援施設等におけるオンラインでの面会の実施につい

て」（令和２年５月 22日付厚生労働省社会・援護局障害保健福祉

部障害福祉課事務連絡）等も参考に引き続きオンラインでの実施

を考慮すること。 

○ 地域における発生状況等を踏まえ面会を実施する場合は、以下

の留意事項も踏まえ感染防止対策を行った上で実施すべきである

こと。 

 

（面会を実施する場合の留意事項） 

○ 面会者に対して、体温を計測してもらい、発熱が認められる場

合には面会を断ること。 

○ 面会者がのどの痛み、咳、倦怠感、下痢、嗅覚・味覚障害等の

感染症が疑われる症状を有する場合やその他体調不良を訴える場

合には面会を断ること。 

ついては、体温を計測してもらい、発熱が認められる場合には

入館を断ること。 

○ 面会者や業者等の施設内に出入りした者の氏名・来訪日時・連

絡先については、感染者が発生した場合に積極的疫学調査への協

力が可能となるよう記録しておくこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



○ 面会者の氏名・来訪日時・連絡先については、感染者が発生し

た場合に積極的疫学調査への協力が可能となるよう記録しておく

こと。 

○ 面会者は原則として以下の条件を満たす者であること。 

・ 感染者との濃厚接触者でないこと 

・ 同居家族や身近な方に、発熱や咳・咽頭痛などの症状がない
こと 

・ 過去 2週間内に感染者、感染の疑いがある者との接触がない

こと 

・ 過去 2週間以内に発熱等の症状がないこと 

・ 過去 2週間以内に、政府から入国制限、入国後の観察期間を

必要とされている国・地域等への渡航歴がないこと。 

・ 人数を必要最小限とすること。 

○ 面会者には、面会時間を通じてマスク着用、面会前後の手指消

毒を求めること。 

○ 面会者の手指や飛沫等が入所者の目、鼻、口に触れないように

配慮すること。 

○ 寝たきりや看取り期以外の場合は居室での面会は避け、換気可

能な別室で行うこと。 

○ 面会場所での飲食は可能な限り控えること。大声での会話は控

えること。 

○ 面会者は施設内のトイレを極力使用しないようにすること。や

むを得ず使用した場合はトイレのドアノブも含め清掃及び必要に

応じて消毒を行うこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



○ 面会時間は必要最小限とし、1日あたりの面会回数を制限する

こと。 

○ 面会後は、必要に応じて面会者が使用した机、椅子、ドアノブ

等の清掃又は消毒を行うこと。 

 

（施設への立ち入り） 

○ 委託業者等についても、物品の受け渡し等は玄関など施設の

限られた場所で行うことが望ましく、施設内に立ち入る場合に

ついては、体温を計測してもらい、発熱や咳などの呼吸器症状

等が認められる場合には入館を断ること。 

○ 業者等の施設内に出入りした者の氏名・来訪日時・連絡先につ

いては、感染者が発生した場合に積極的疫学調査への協力が可能

となるよう記録しておくこと。 

〇 委託業者等が施設内に立ち入る場合は、マスク着用と手指消毒

を実施すること。 

 

（外出） 

○ 「新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針」（令和２年

３月 28日（令和 2年 5月 25日変更））（新型コロナウイルス感染

症対策本部決定）三（３）１）①において、外出の自粛が促され

る状況であっても、屋外での運動や散歩など、生活や健康の維持

のために必要なものについては外出の自粛要請の対象外とされて

いることから、 入所者の外出については、生活や健康の維持の

ために必要なものは不必要に制限すべきではなく 、「三つの密」

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



を徹底的に避けるとともに、「人と人との距離の確保」「マスクの

着用」「手洗いなどの手指衛生」等の基本的な感染対策を徹底

し、自らの手で目、鼻、口を触らないように留意すること。 

○ 感染が流行している地域では、人との接触機会の低減の観点か

ら、外出を制限する等の対応を検討すべきである。 

 

（2）職員の取組 

（感染症対策の再徹底） 

○ 職員、利用者のみならず、面会者や委託業者等、職員などと接

触する可能性があると考えられる者含めて、マスクの着用を含む

咳エチケットや手洗い、アルコール消毒等により、感染経路を断

つことが重要であり、「高齢者介護施設における感染対策マニュ

アル改訂版」、「介護現場における感染対策の手引き」等を参照の

上、対策を徹底すること。 

○ （略） 

○ 発熱や呼吸器症状等により感染が疑われる職員等については、

「「新型コロナウイルス 感染症についての相談・受診の目安」の

改訂について」（令和２年 5月 11日厚生労働省子ども家庭局総務

課少子総合対策室ほか連名事務連絡）を踏まえて適切に対応する

こと。 

 （略） 

 

 

（３） （略） 

 

 

 

 

 

 

（2）職員の取組 

（感染症対策の再徹底） 

○ 職員、利用者のみならず、面会者や委託業者等、職員などと接

触する可能性があると考えられる者含めて、マスクの着用を含む

咳エチケットや手洗い、アルコール消毒等により、感染経路を断

つことが重要であり、「高齢者介護施設における感染対策マニュ

アル改訂版」等を参照の上、対策を徹底すること。 

 

○ （略） 

○ 発熱や呼吸器症状により感染が疑われる職員等については、

「「 新型コロナウイルス 感染症についての相談・受診の目安」

を踏まえた対応について」（令和２年２月 17日厚生労働省子ども

家庭局総務課少子総合対策室ほか連名事務連絡）を踏まえて適切

に対応すること。 

 （略） 

 

 

（３） （略） 



 

２．新型コロナウイルス感染症に感染した者等が発生した場合の取組 

  （略） 

 ※「新型コロナウイルス感染が疑われる者」： 

社会福祉施設等の利用者等であって、息苦しさ（呼吸困難）、強

いだるさ（倦怠感）、高熱等の強い症状のいずれかがある者、発熱

や咳など比較的軽い風邪の症状等が続く者（高齢者・基礎疾患があ

る者・妊婦である利用者等については発熱や咳などの比較的軽い風

邪の症状等がある者）、医師が総合的に判断した結果、新型コロナ

ウイルス感染症を疑う者であって、PCR陽性等診断が確定するまで

の間の者。 

 

（1）情報共有・報告等の実施 

○ （略） 

  【新型コロナウイルス感染が疑われる者が発生した場合は、

協力医療機関や地域で身近な医療機関、受診・相談センター等

に電話連絡し、指示を受けること。速やかに施設長等への報告

を行い、当該施設内での情報共有を行うとともに、指定権者へ

の報告を行うこと。また、当該利用者の家族等に報告を行うこ

と。】 

 

(2) （略） 

 

(3) 積極的疫学調査への協力等 

 

２．新型コロナウイルス感染症に感染した者等が発生した場合の取組 

  （略） 

 ※「新型コロナウイルス感染が疑われる者」： 

社会福祉施設等の利用者等であって、風邪の症状や 37.5度以上の

発熱が４日以上（高齢者・基礎疾患がある者・妊婦である利用者等

については２日程度）続いている者又は強いだるさ（倦怠感）や息

苦しさ（呼吸困難）がある者、医師が総合的に判断した結果、新型

コロナウイルス感染症を疑う者であって、PCR陽性等診断が確定す

るまでの間の者。 

 

 

（1）情報共有・報告等の実施 

○ （略） 

  【新型コロナウイルス感染が疑われる者が発生した場合は、

「帰国者・接触者相談センター」に電話連絡し、指示を受ける

こと。速やかに施設長等への報告を行い、当該施設内での情報

共有を行うとともに、指定権者への報告を行うこと。また、当

該利用者の家族等に報告を行うこと。】 

 

 

(2) （略） 

 

(3) 積極的疫学調査への協力等 



○ （略） 

  【新型コロナウイルス感染が疑われる者が発生した場合は、

当該施設等において、感染が疑われる者との濃厚接触が疑われ

る利用者等を特定すること。濃厚接触が疑われる者について

は、以下を参考に特定すること。 

  （略） 

 

・ 新型コロナウイルス感染が疑われる者の気道分泌液若しく

は体液、排泄物等の汚染物質に直接触れた可能性が高い者 

・ 手で触れることの出来る距離（目安として 1メートル）

で、必要な感染予防策なしで、新型コロナウイルス感染が疑

われる者と 15分以上の接触があった者】 

 

(4) 新型コロナウイルス感染症の感染者等への適切な対応の実施 

○ （略） 

① 職員の場合の対応 

（略） 

【感染が疑われる職員については、協力医療機関や地域で

身近な医療機関、受診・相談センター等に電話連絡し、指示

を受けること。ただし、濃厚接触者であって感染が疑われる

場合は、積極的疫学調査を実施している保健所に相談するこ

と。】 

 

② 利用者の場合の対応 

○ （略） 

  【新型コロナウイルス感染が疑われる者が発生した場合は、

当該施設等において、感染が疑われる者との濃厚接触が疑われ

る利用者等を特定すること。濃厚接触が疑われる者について

は、以下を参考に特定すること。 

  （略） 

 

・ 新型コロナウイルス感染が疑われる者の気道分泌液若しく

は体液、排泄物等の汚染物質に直接触れた可能性が高い者】 

 

 

 

 

(4) 新型コロナウイルス感染症の感染者等への適切な対応の実施 

○ （略） 

① 職員の場合の対応 

（略） 

【感染が疑われる職員については、「帰国者・接触者相談セ

ンター」に電話連絡し、指示を受けること。ただし、濃厚接

触者であって感染が疑われる場合は、積極的疫学調査を実施

している保健所に相談すること。】 

 

 

② 利用者の場合の対応 



（略） 

【感染が疑われる利用者については、協力医療機関や地域

で身近な医療機関、受診・相談センター等に電話連絡し、指

示を受けること。ただし、濃厚接触者であって感染が疑われ

る場合は、積極的疫学調査を実施している保健所に相談する

こと。】 

 

※ （略） 

 

(5) 新型コロナウイルス感染症の濃厚接触者等への適切な対応の実

施 

○ （略） 

① （略） 

 

② 利用者の場合の対応 

（略） 

 

・ 職員は使い捨て手袋とサージカルマスクを着用する。咳

込みなどがあり、飛沫感染のリスクが高い状況では、必要

に応じてゴーグルやフェイスシールド、使い捨て袖付きエ

プロン、ガウン等を着用する。 

 （略） 

 

 

（略） 

【感染が疑われる利用者については、「帰国者・接触者相談

センター」に電話連絡し、指示を受けること。ただし、濃厚

接触者であって感染が疑われる場合は、積極的疫学調査を実

施している保健所に相談すること。】 

 

 

※ （略） 

 

(5) 新型コロナウイルス感染症の濃厚接触者等への適切な対応の実

施 

○ （略） 

① （略） 

 

② 利用者の場合の対応 

（略） 

 

・ 職員は使い捨て手袋とマスクを着用する。咳込みなどが

あり、飛沫感染のリスクが高い状況では、必要に応じてゴ

ーグル、使い捨てエプロン、ガウン等を着用する。 

 

 （略） 

 

 



＜個別のケア等の実施に当たっての留意点＞ 

（略） 

(ⅰ) （略） 

 

(ⅱ)排泄の介助等 

・ （略） 

・ おむつ交換の際は、排泄物に直接触れない場合であって

も、手袋に加え、サージカルマスク、使い捨て袖付きエプ

ロンを着用する。 

・ 使用済みおむつ等の廃棄物の処理に当たっては感染防止

対策を講じる（注）。 

※ （略） 

 

(ⅲ)  （略） 

 

(ⅳ)リネン・衣類の洗濯等 

・ （略） 

・ 当該利用者が鼻をかんだティッシュ等のごみの処理は、

ビニール袋に入れるなどの感染防止対対策を講じる（注）。 

 

（注）社会福祉施設等のうち 介護老人保健施設、介護医療院、介護

療養型医療施設、助産施設等廃棄物の処理及び清掃に関する法律施

行令（昭和 4 6年政令第 300号）別表第１の４の項の中欄に掲げる

施設に該当する施設において生じた使用済みおむつ及びティッシュ

＜個別のケア等の実施に当たっての留意点＞ 

（略） 

(ⅰ) （略） 

 

(ⅱ)排泄の介助等 

・ （略） 

・ おむつ交換の際は、排泄物に直接触れない場合であって

も、手袋に加え、マスク、使い捨てエプロンを着用する。 

 

・ おむつは感染性廃棄物として処理を行う。 

 

※ （略） 

 

(ⅲ)  （略） 

 

(ⅳ)リネン・衣類の洗濯等 

・ （略） 

・ 当該利用者が鼻をかんだティッシュ等のゴミの処理は、

ビニール袋に入れて感染性廃棄物として処理を行う。 

 

 



等 については感染性廃棄物として処理を行うこと。 

それ以外の施設において生じた廃棄物は、感染性廃棄物には当た

らないが、当該施設内や廃棄物処理業者の従業員への感染防止の観

点から、ごみに直接触れない、ごみ袋等に入れて封をして排出す

る、捨てた後は手を洗う等の感染防止策を実施するなどして適切な

処理を行うこと。 

詳細は、「廃棄物処理法に基づく感染性廃棄物処理マニュアル 1」

（平成 30年 3月）及び「廃棄物に関する新型コロナウイルス感染

症対策ガイドライン 2」（令和 2年 9月）を参照のこと。 
1  http://www.env.go.jp/recycle/misc/kansen-manual1.pdf 

2  

http://www.env.go.jp/recycle/waste/sp_contr/infection/202009corona_g

uideline.pdf 

社会福祉施設等（通所・短期入所等のサービス）における 

感染防止に向けた対応について 

 

１．感染防止に向けた取組 

（略） 

（1）施設等における取組 

（感染症対策の再徹底） 

 （略） 

○ 感染者が発生した場合に積極的疫学調査への円滑な協力が可能

となるよう、症状出現 2日前からの接触者リスト、利用者のケア

記録（体温、症状等がわかるもの）、直近 2週間の勤務表、施設

社会福祉施設等（通所・短期入所等のサービス）における 

感染防止に向けた対応について 

 

１．感染防止に向けた取組 

（略） 

（1）施設等における取組 

（感染症対策の再徹底） 

 （略） 

○ 感染者が発生した場合に積極的疫学調査への円滑な協力が可能

となるよう、症状出現後の接触者リスト、利用者のケア記録（体

温、症状等がわかるもの）、直近 2週間の勤務表、施設内に出入



内に出入りした者等の記録を準備しておくこと。 

○ （略） 

○ 厚生労働省で開発を進め令和 2年 6月 19日付でリリースされ

た「新型コロナウイルス接触確認アプリ（COCOA：COVID-19 

Contact-Confirming Application）」について、本アプリは利用者

が増えることで感染防止の効果が高くなることが期待されてお

り、下記URLに掲載されている資料も参考にしつつ、本アプリ

の活用について、職員に周知を行うこと。業者等の施設内に出入

りする者にも周知を行うことが望ましい。 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/cocoa_00138.h

tml 

 

（面会、外出） 

○ 面会、外出に関しては、必要に応じ、入所施設・居住系サービ

スと同様の対応を行うこと。 

 

（施設への立ち入り） 

（略） 

 

（2）職員の取組 

（感染対策の再徹底） 

○ 職員、利用者のみならず、面会者や委託業者等、職員などと接

触する可能性があると考えられる者含めて、マスクの着用を含む

咳エチケットや手洗い、アルコール消毒等により、感染経路を断

りした者等の記録を準備しておくこと。 

○ （略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（施設への立ち入り） 

（略） 

 

（2）職員の取組 

（感染対策の再徹底） 

○ 職員、利用者のみならず、面会者や委託業者等、職員などと接

触する可能性があると考えられる者含めて、マスクの着用を含む

咳エチケットや手洗い、アルコール消毒等により、感染経路を断



つことが重要であり、「高齢者介護施設における感染対策マニュ

アル改訂版」、「介護現場における感染対策の手引き」等を参照の

上、対策を徹底すること。 

○ （略） 

○ 発熱や呼吸器症状等により感染が疑われる職員等については、

「「 新型コロナウイルス 感染症についての相談・受診の目安」

の改訂について」（令和２年 5月 11日厚生労働省子ども家庭局総

務課少子総合対策室ほか連名事務連絡）を踏まえて適切に対応す

ること。 

 （略） 

 

（３） （略） 

 

２．新型コロナウイルス感染症に感染した者が発生した場合の取組 

  （略） 

 ※「新型コロナウイルス感染が疑われる者」： 

社会福祉施設等の利用者等であって、息苦しさ（呼吸困難）、強

いだるさ（倦怠感）、高熱等の強い症状のいずれかがある者、発熱

や咳など比較的軽い風邪の症状等が続く者（高齢者・基礎疾患があ

る者・妊婦である利用者等については発熱や咳などの比較的軽い風

邪の症状等がある者）、医師が総合的に判断した結果、新型コロナ

ウイルス感染症を疑う者であって、PCR陽性等診断が確定するまで

の間の者。 

 

つことが重要であり、「高齢者介護施設における感染対策マニュ

アル改訂版」等を参照の上、対策を徹底すること。 

 

○ （略） 

○ 発熱や呼吸器症状により感染が疑われる職員等については、

「「 新型コロナウイルス 感染症についての相談・受診の目安」

を踏まえた対応について」（令和２年２月 17日厚生労働省子ども

家庭局総務課少子総合対策室ほか連名事務連絡）を踏まえて適切

に対応すること。 

 （略） 

 

（３） （略） 

 

２．新型コロナウイルス感染症に感染した者が発生した場合の取組 

  （略） 

 ※「新型コロナウイルス感染が疑われる者」： 

社会福祉施設等の利用者等であって、風邪の症状や 37.5度以上の

発熱が４日以上（高齢者・基礎疾患がある者・妊婦である利用者等

については２日程度）続いている者又は強いだるさ（倦怠感）や息

苦しさ（呼吸困難）がある者、医師が総合的に判断した結果、新型

コロナウイルス感染症を疑う者であって、PCR陽性等診断が確定す

るまでの間の者。 

 

 



(1) 情報共有・報告等の実施 

 （略） 

 

【新型コロナウイルス感染が疑われる者が発生した場合は、

主治医や地域で身近な医療機関、受診・相談センター等に電話

連絡し、指示を受けること。速やかに管理者等への報告を行

い、当該施設内での情報共有を行うとともに、指定権者への報

告を行うこと。また、当該利用者の家族等に報告を行うこと。】 

 

(2) （略） 

 

 (3) 積極的疫学調査への協力 

○ （略） 

  【新型コロナウイルス感染が疑われる者が発生した場合は、

当該施設等において、感染が疑われる者との濃厚接触が疑われ

る利用者等を特定すること。濃厚接触が疑われる者について

は、以下を参考に特定すること。 

  （略） 

・ 手で触れることの出来る距離（目安として 1メートル）

で、必要な感染予防策なしで、新型コロナウイルス感染が疑

われる者と 15分以上の接触があった者 

（略） 

 

(4) 新型コロナウイルス感染症の感染者への適切な対応の実施 

(1) 情報共有・報告等の実施 

 （略） 

 

【新型コロナウイルス感染が疑われる者が発生した場合は、

「帰国者・接触者相談センター」に電話連絡し、指示を受ける

こと。速やかに管理者等への報告を行い、当該施設内での情報

共有を行うとともに、指定権者への報告を行うこと。また、当

該利用者の家族等に報告を行うこと。】 

 

(2)  （略） 

 

 (3) 積極的疫学調査への協力 

○ （略） 

  【新型コロナウイルス感染が疑われる者が発生した場合は、

当該施設等において、感染が疑われる者との濃厚接触が疑われ

る利用者等を特定すること。濃厚接触が疑われる者について

は、以下を参考に特定すること。 

  （略） 

 

 

 

（略） 

 

(4) 新型コロナウイルス感染症の感染者への適切な対応の実施 



○ （略） 

ア 職員の場合の対応 

（略） 

【感染が疑われる職員については、主治医や地域で身近な

医療機関、受診・相談センター等に電話連絡し、指示を受け

ること。ただし、濃厚接触者であって感染が疑われる場合

は、積極的疫学調査を実施している保健所に相談すること。】 

イ 利用者の場合の対応 

（略） 

【感染が疑われる利用者については、主治医や地域で身近

な医療機関、受診・相談センター等に電話連絡し、指示を受

けること。ただし、濃厚接触者であって感染が疑われる場合

は、積極的疫学調査を実施している保健所に相談すること。】 

 

(5) （略） 

○ （略） 

ア 職員の場合の対応 

（略） 

【感染が疑われる職員については、「帰国者・接触者相談セ

ンター」に電話連絡し、指示を受けること。ただし、濃厚接

触者であって感染が疑われる場合は、積極的疫学調査を実施

している保健所に相談すること。】 

イ 利用者の場合の対応 

（略） 

【感染が疑われる利用者については、「帰国者・接触者相談

センター」に電話連絡し、指示を受けること。ただし、濃厚

接触者であって感染が疑われる場合は、積極的疫学調査を実

施している保健所に相談すること。】 

 

(5) （略） 

社会福祉施設等（居宅を訪問して行うサービス）における 

感染防止に向けた対応について 

 

１．感染防止に向けた取組 

（略） 

（1）施設等における取組 

（感染対策の再徹底） 

 （略） 

 

社会福祉施設等（居宅を訪問して行うサービス）における 

感染防止に向けた対応について 

 

１．感染防止に向けた取組 

（略） 

（1）施設等における取組 

（感染対策の再徹底） 

 （略） 

 



○ 厚生労働省で開発を進め令和 2年 6月 19日付でリリースされ

た「新型コロナウイルス接触確認アプリ（COCOA：COVID-19 

Contact-Confirming Application）」について、本アプリは利用者

が増えることで感染防止の効果が高くなることが期待されてお

り、下記URLに掲載されている資料も参考にしつつ、本アプリ

の活用について、職員に周知を行うこと。 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/cocoa_00138.h

tml 

 

（外出） 

○ 訪問介護については、 

・ 「訪問介護におけるサービス行為ごとの区分等について」（平

成 12年３月 17日付老計第 10号）において、通院・外出介助 

・ 「適切な訪問介護サービス等の提供について」（平成 21年７月

24 日付厚生労働省老健局振興課事務連絡）において、訪問介護

員等の散歩の同行 

が訪問介護費の支給対象となりうる旨お示ししているところ。 

○ 基本的対処方針三（３）１）①において、外出の自粛が促される

状況であっても、屋外での運動や散歩など、生活や健康の維持のた

めに必要なものについては外出の自粛要請の対象外とされている

ことから、訪問介護等における利用者の通院・外出介助や屋外の散

歩の同行について制限する必要はないが、「三つの密」を徹底的に

避けるとともに、「人と人との距離の確保」「マスクの着用」「手洗

いなどの手指衛生」等の基本的な感染対策を徹底し、自らの手で

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



目、鼻、口を触らないように留意すること。 

○ 感染が流行している地域では、人との接触機会の低減の観点か

ら、外出を制限する等の対応を検討すべきである。 

 

（2）職員の取組 

（感染症対策の再徹底） 

○ 職員、利用者のみならず、委託業者等、職員などと接触する可

能性があると考えられる者含めて、マスクの着用を含む咳エチケ

ットや手洗い、アルコール消毒等により、感染経路を断つことが

重要であり、「高齢者介護施設における感染対策マニュアル改訂

版」、「介護現場における感染対策の手引き」等を参照の上、対策

を徹底すること。 

○ （略） 

○ 発熱や呼吸器症状等により感染が疑われる職員等については、

「「 新型コロナウイルス 感染症についての相談・受診の目安」

の改訂について」（令和２年 5月 11日厚生労働省子ども家庭局総

務課少子総合対策室ほか連名事務連絡）を踏まえて適切に対応す

ること。 

 （略） 

 

 

（３）ケア等の実施に当たっての取組 

（基本的な事項） 

○ サービスを提供する際は、その提供に先立ち、利用者本人・家

 

 

 

 

（2）職員の取組 

（感染症対策の再徹底） 

○ 職員、利用者のみならず、委託業者等、職員などと接触する可

能性があると考えられる者含めて、マスクの着用を含む咳エチケ

ットや手洗い、アルコール消毒等により、感染経路を断つことが

重要であり、「高齢者介護施設における感染対策マニュアル改訂

版」等を参照の上、対策を徹底すること。 

 

○ （略） 

○ 発熱や呼吸器症状により感染が疑われる職員等については、

「「 新型コロナウイルス 感染症についての相談・受診の目安」

を踏まえた対応について」（令和２年２月 17日厚生労働省子ども

家庭局総務課少子総合対策室ほか連名事務連絡）を踏まえて適切

に対応すること。 

 （略） 

 

 

（３）ケア等の実施に当たっての取組 

（基本的な事項） 

○ サービスを提供する際は、その提供に先立ち、利用者本人・家



族又は職員が本人の体温を計測し（可能な限り事前に計測を依頼

することが望ましい）、発熱が認められる場合には、「「新型コロ

ナウイルス感染症についての相談・受診の目安」の改訂につい

て」（令和２年 5月 11日厚生労働省子ども家庭局総務課少子化総

合対策室ほか連名事務連絡 ）を踏まえた適切な相談及び受診を

行うよう促すとともに、サービス提供に当たっては以下の点に留

意すること。 

 （略） 

 

 

２．新型コロナウイルス感染症に感染した者が発生した場合の取組 

（略） 

※「新型コロナウイルス感染が疑われる者」： 

社会福祉施設等の利用者等であって、息苦しさ（呼吸困難）、強

いだるさ（倦怠感）、高熱等の強い症状のいずれかがある者、発熱

や咳など比較的軽い風邪の症状等が続く者（高齢者・基礎疾患があ

る者・妊婦である利用者等については発熱や咳などの比較的軽い風

邪の症状等がある者）、医師が総合的に判断した結果、新型コロナ

ウイルス感染症を疑う者であって、PCR陽性等診断が確定するまで

の間の者。 

 

(1) 情報共有・報告等の実施 

 （略） 

 

族又は職員が本人の体温を計測し（可能な限り事前に計測を依頼

することが望ましい）、発熱が認められる場合には、「「新型コロ

ナウイルス感染症についての相談・受診の目安」を踏まえた対応

について」（令和２年２月 17日厚生労働省子ども家庭局総務課少

子化総合対策室ほか連名事務連絡 ）を踏まえた適切な相談及び

受診を行うよう促すとともに、サービス提供に当たっては以下の

点に留意すること。 

 （略） 

 

 

２．新型コロナウイルス感染症に感染した者が発生した場合の取組 

（略） 

※「新型コロナウイルス感染が疑われる者」： 

社会福祉施設等の利用者等であって、風邪の症状や 37.5度以上の

発熱が４日以上（高齢者・基礎疾患がある者・妊婦である利用者等

については２日程度）続いている者又は強いだるさ（倦怠感）や息

苦しさ（呼吸困難）がある者、医師が総合的に判断した結果、新型

コロナウイルス感染症を疑う者であって、PCR陽性等診断が確定す

るまでの間の者。 

 

 

(1) 情報共有・報告等の実施 

 （略） 

 



【新型コロナウイルス感染が疑われる者が発生した場合は、

主治医や地域で身近な医療機関、受診・相談センター等に電話

連絡し、指示を受けること。速やかに管理者等への報告を行

い、当該施設内での情報共有を行うとともに、指定権者への報

告を行うこと。また、当該利用者の家族等に報告を行うこと。】 

 

(2) 積極的疫学調査の協力 

 （略） 

  

・ 新型コロナウイルス感染が疑われる者の気道分泌液若しく

は体液、排泄物等の汚染物質に直接触れた可能性が高い者 

・ 手で触れることの出来る距離（目安として 1メートル）

で、必要な感染予防策なしで、新型コロナウイルス感染が疑

われる者と 15分以上の接触があった者】 

 

(3) 新型コロナウイルス感染症の感染者への適切な対応の実施 

○ （略） 

① 職員の場合の対応 

（略） 

【感染が疑われる職員については、主治医や地域で身近な

医療機関、受診・相談センター等に電話連絡し、指示を受け

ること。ただし、濃厚接触者であって感染が疑われる場合

は、積極的疫学調査を実施している保健所に相談すること。】 

 

【新型コロナウイルス感染が疑われる者が発生した場合は、

「帰国者・接触者相談センター」に電話連絡し、指示を受ける

こと。速やかに管理者等への報告を行い、当該施設内での情報

共有を行うとともに、指定権者への報告を行うこと。また、当

該利用者の家族等に報告を行うこと。】 

 

(2) 積極的疫学調査の協力 

 （略） 

  

・ 新型コロナウイルス感染が疑われる者の気道分泌液若しく

は体液、排泄物等の汚染物質に直接触れた可能性が高い者】 

 

 

 

 

(3) 新型コロナウイルス感染症の感染者への適切な対応の実施 

○ （略） 

① 職員の場合の対応 

（略） 

【感染が疑われる職員については、「帰国者・接触者相談セ

ンター」に電話連絡し、指示を受けること。ただし、濃厚接

触者であって感染が疑われる場合は、積極的疫学調査を実施

している保健所に相談すること。】 

 



② 利用者の場合の対応 

（略） 

【感染が疑われる利用者については、主治医や地域で身近

な医療機関、受診・相談センター等に電話連絡し、指示を受

けること。ただし、濃厚接触者であって感染が疑われる場合

は、積極的疫学調査を実施している保健所に相談すること。】 

 

(4) 新型コロナウイルス感染症の濃厚接触者への適切な対応の実施 

○ （略） 

 

① （略） 

 

② 利用者の場合の対応 

（略） 

 

＜サービス提供にあたっての留意点＞ 

 （略） 

 

・ ケアに当たっては、職員は使い捨て手袋とサージカル

マスクを着用すること。咳込みなどがあり、飛沫感染の

リスクが高い状況では、必要に応じてゴーグルやフェイ

スシールド、使い捨て袖付きエプロン、ガウン等を着用

する。 

 （略） 

② 利用者の場合の対応 

（略） 

【感染が疑われる利用者については、「帰国者・接触者相談

センター」に電話連絡し、指示を受けること。ただし、濃厚

接触者であって感染が疑われる場合は、積極的疫学調査を実

施している保健所に相談すること。】 

 

(4) 新型コロナウイルス感染症の濃厚接触者への適切な対応の実施 

○ （略） 

 

① （略） 

 

② 利用者の場合の対応 

（略） 

 

＜サービス提供にあたっての留意点＞ 

 （略） 

 

・ ケアに当たっては、職員は使い捨て手袋とマスクを着

用すること。咳込みなどがあり、飛沫感染のリスクが高

い状況では、必要に応じてゴーグル、使い捨てエプロ

ン、ガウン等を着用する。 

 

 （略） 



 

＜個別のケア等の実施に当たっての留意点＞ 

（略） 

(ⅰ) （略） 

(ⅱ) 排泄の介助等 

・ おむつ交換の際は、排泄物に直接触れない場合であ

っても、手袋に加え、サージカルマスク、使い捨て袖

付きエプロンを着用する。 

(ⅲ)・(ⅳ) （略） 

 

＜個別のケア等の実施に当たっての留意点＞ 

（略） 

(ⅰ) （略） 

(ⅱ) 排泄の介助等 

・ おむつ交換の際は、排泄物に直接触れない場合であ

っても、手袋に加え、マスク使い捨てエプロンを着用

する。 

(ⅲ)・(ⅳ) （略） 

 


